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最
低
賃
金
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
や
貧
困
の
問
題
が
顕
在
化

す
る
中
で
、
そ
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
働
い
て
も
生

活
保
護
以
下
の
収
入
し
か
得
ら

れ
な
い
よ
う
な
最
低
賃
金
で
は

最
低
賃
金
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
、
最
賃
額
が
先

進
国
の
中
で
最
低
水
準
で
あ
る

な
ど
の
ほ
か
に
、
非
正
規
労
働

者
が
増
加
す
る
中
で
、
最
賃
の

引
き
上
げ
が
非
正
規
労
働
者
の

賃
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
な
ど

が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

全
国
一
般
全
国
協
で
は
、
今

年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
全
県
代

表
者
会
議
の
中
で
、
最
賃
交
流

会
を
開
催
し
、
最
賃
の
大
幅
引

き
上
げ
に
全
国
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
決

定
し
た
。
ま
た
、
佐

野
地
区
労
は
11
春
闘

方
針
の
中
で
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
に
取

り
組
む
こ
と
を
決
定

し
、
署
名
に
も
取
り

組
ん
で
き
た
。

最
賃
は
中
央
最
賃

審
議
会
で
各
都
道
府

県
ご
と
の
引
き
上
げ

の
目
安
が
出
さ
れ
、
そ
の
目
安

金
額
を
も
と
に
地
方
最
賃
審
議

会
で
労
・
使
及
び
公
益
委
員
が

議
論
し
、
答
申
を
出
す
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
の
全
国

の
最
低
賃
金
の
平
均
は
７
３
０

円
で
、
早
急
に
８
０
０
円
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
が
昨
年
開
催

さ
れ
た
雇
用
戦
略
対
話
の
中
で

政
労
使
が
合
意
し
て
い
る
。
今

年
度
の
最
賃
引
き
上
げ
に
関
し

て
は
、
東
日
本
大
震
災
が
最
賃

の
引
き
上
げ
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
か
注
目
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
中
で
開
催
さ
れ
た
中
央
最

賃
審
議
会
で
出
さ
れ
た
目
安
は
、

全
国
平
均
で
６
円
の
引
き
上
げ

で
あ
り
、
栃
木
県
の
目
安
は
１

円
の
引
き
上
げ
と
い
う
低
額
な

も
の
で
あ
っ
た
。

地
区
労
と
わ
た
ら
せ
ユ
ニ
オ

ン
は
、
７
月
12
日
、
７
月
28
日
、

８
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
３
回

の
最
賃
審
議
会
を
傍
聴
し
、
最

賃
意
見
書
に
署
名
を
添
付
し
て

提
出
し
た
。

こ
う
し
た
審
議
会
の
傍
聴
、

意
見
書
の
提
出
、
署
名
な
ど
も

後
押
し
し
て
、
目
安
１
円
に
対

し
３
円
の
引
き
上
げ
が
実
現
し

た
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、
雇

用
戦
略
対
話
で
合
意
し
て
い
る

８
０
０
円
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

地
区
労
は
、
３
円
は
あ
ま
り
に

も
低
額
で
あ
る
と
し
て
、
答
申

に
対
す
る
異
議
申
し
出
を
行
う
。
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日本の鉄道のレールの幅は全部

同じというわけではありません。

新幹線は、１４３５ミリメートル、

在来線では主に１０６７ミリメー

トルを採用しています。１４３５

ミリを標準軌（広軌）といい、１

０６７ミリを狭軌といいます。

しかし、日本の鉄道のレールの

幅は、この２種類だけではないの

です。近鉄では３種類（１４３５

ミリ・１０６７ミリ・７６２ミリ）

を採用しています。７６２ミリの

特殊狭軌線はナローゲージと呼ば

れ、内部線（四日市～内部）およ

び八王子線（日永～西日野）で採

用されています。

関西の私鉄は、阪急、阪神、京

阪など標準軌（１４３５ミリ）を

採用しているところが多いようで

す。

ちょっと変わった部類として、

京王電鉄京王線では、１３７２ミ

リを採用しています。これは都電

と直通するためにとられたようで

す。同じ京王電鉄でも井の頭線で

は１０６７ミリです。

海外では、ほかにもレール幅の

違ったものを採用している国もあ

るようです。

あ

ら

た

ま

っ

て

文

章

を

書

く

と
い
う
機
会
は
多
く
は
な
い

が
、
実
際
に
そ
う
し
た
場
面

で
困
っ
た
経
験
を
し
た
人
は

多
い
と
思
う
。
こ
の
『
文
章

速
達
法
』
は
、
文
章
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え
る
「
文
章
が
う

ま
く
な
る
本
」
で
あ
る
。

こ
の
本
が
最
初
に
発
行
さ

れ
た
の
は
大
正
４
年
、
今
か

ら
96
年
前
で
あ
る
。
著
者
の

堺
利
彦
は
、
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
活
躍
し
た
社
会
主
義

者
で
あ
る
。
幸
徳
秋
水
と
と

も
に
日
露
戦
争
に
反
対
し

『
平
民
新
聞
』
を
創
刊
。
大

逆
事
件
で
幸
徳
秋
水
ら
が
死

刑
に
な
っ
た
後
の
「
社
会
主

義
冬
の
時
代
」
に
、
「
売
文

社
」
を
設
立
し
、
同
志
た
ち

の
生
計
を
支
え
て
、
運
動
の

継
続
を
は
か
る
。
「
売
文
社
」

は
翻
訳
か
ら
学
生
の
論
文
の

代
作
、
祝
辞
、
広
告
文
、
手

紙
の
代
筆
ま
で
あ
ら
ゆ
る
売

文
を
業
と
し
た
。
「
売
文
社
」

の
仕
事
と
し
て
、
多
く
の
実

用
文
を
手
掛
け
た
こ
と
が
、

こ
の
『
文
章
速
達
法
』
の
も

と
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
57
年
に
、
講
談
社
か

ら
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
て

翻
刻
さ
れ
た
本
書
は
、
96
年

前
に
書
か
れ
た
も
の
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
読
み
や
す
く
、

今
な
お
十
分
通
用
す
る
。

著
者
は
文
章
の
第
一
の
要

件
は
真
実
を
語
る
こ
と
で
あ

る
と
繰
り
返
し
述
べ
る
。
自

分
の
考
え
た
こ
と
を
そ
の
ま

ま
書
く
の
が
も
っ
と
も
良
い

作
文
の
方
法
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
、
頭
の
中
の
考
え
や

感
情
は
、
も
つ
れ
た
糸
の
よ

う
に
ご
た
ご
た
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
出
し
方
に
工
夫
が

必
要
で
、
そ
れ
が
腹
案
を
立

て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

考
え
を
ま
と
め
る
方
法
と
し

て
、
今
の
Ｋ
Ｊ
法
の
よ
う
な

提
案
が
さ
れ
て
い
る
。
文
章

は
相
手
に
伝
え
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
わ
か
り
や
す
く
、

相
手
を
定
め
て
書
く
の
が
よ

ろ
し
い
と
し
た
う
え
で
、
手

紙
文
や
論
文
、
記
事
文
、
小

説
の
具
体
的
な
書
き
方
が
述

べ
ら
れ
る
。
著
者
は
最
後
に

「
心
の
真
実
を
率
直
に
大
胆

に
表
す
こ
と
を
勉
め
さ
え
す

れ
ば
、
文
章
は
必
ず
速
や
か

に
上
達
す
る
。
し
か
し
、
本

当
に
上
手
に
書
こ
う
と
思
う

な
ら
一
生
涯
稽
古
す
る
覚
悟

が
必
要
で
あ
る
。
」
と
結
ぶ
。

堺
利
彦
の
ユ
ー
モ
ア
に
あ

ふ
れ
、
ま
た
真
の
大
人
の
革

命
家
と
し
て
の
生
涯
に
つ
い

て
は
、
昨
年
講
談
社
か
ら
発

行
さ
れ
た
『
パ
ン
と
ペ
ン
―

堺
利
彦
と
売
文
社
の
闘
い
』

に
詳
し
い
。
著
者
の
黒
岩
比

佐
子
さ
ん
は
本
書
執
筆
後
、

膵
臓
が
ん
に
よ
り
52
歳
で
死

去
し
た
が
、
『
パ
ン
と
ペ
ン
』

は
渾
身
の
一
冊
で
あ
る
。

『
文
章
速
達
法
』
は
発
行

元
で
品
切
れ
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
図
書
館
で
探
す
の
が

お
す
す
め
で
あ
る
。
つ
い
で

に
『
パ
ン
と
ペ
ン
』
も
探
し

て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

『
文
章
速
達
法
』

堺

利
彦
著

講
談
社
学
術
文
庫

１
９
８
３
年
発
売

６
０
０
円

本
の
紹
介
②

栃
木
県
最
低
賃
金
審
議
会
は
、
第
３
回
最
賃
審
議
会
を
８
月
５
日
に
開
催
し
、
栃
木
県

の
地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
１
時
間
当
た
り
３
円
引
き
上
げ
、
７
０
０
円
に
改
定
す
る

こ
と
を
栃
木
労
働
局
長
に
答
申
し
た
。
こ
の
３
円
の
引
き
上
げ
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
が
目
安
と
し
て
あ
げ
た
１
円
を
２
円
上
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。

最
賃
に
取
り
組
む
意
義

最
賃
の
仕
組
み

①

最
低
賃
金
を
１
０
０
０
円

以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と

最
低
で
も
今
年
度
８
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

②

審
議
会
の
す
べ
て
の
議
論

を
完
全
公
開
す
る
こ
と

③

非
正
規
労
働
者
に
詳
し
い

わ
た
ら
せ
ユ
ニ
オ
ン
に
審

議
会
で
意
見
表
明
を
さ
せ

る
こ
と

佐
野
地
区
労
の
意
見
書

中
央
の
目
安
は
１
円

藤井労働局長に答申を提出する長島最賃審会長

ちょこ鉄雑学④
てっちゃん

全
国
的
な
取
り
組
み

ご
家
族
の
参
加
も
よ
ろ
し
く


